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現
地
報
告
書

山
間
の
郷
士
平
川
家
の
痕
跡
―
岡
山
県
高
梁
市
備
中
町
平
川
―

古　

林　

小
百
合

　

私
は
現
在
、
江
戸
時
代
の
備
中
国
川
上
郡
平
川
村
の
庄
屋
で
あ
っ
た
平
川
家
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
る
。
平
川
家
は
中
世
以
来
、
城
主
と
し
て
当
地
を
治
め
、
江
戸
時

代
に
な
る
と
、
庄
屋
役
に
任
命
さ
れ
、
明
治
に
至
る
ま
で
当
地
の
村
政
を
司
っ
た
。

研
究
の
中
心
は
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
同
家
文
書
の
調
査
・
解

読
で
あ
る
が
、
平
川
家
の
背
景
を
知
る
た
め
に
は
、
文
書
を
中
心
と
す
る
研
究
に
留

ま
ら
ず
、
現
地
で
の
調
査
が
必
要
で
あ
っ
た
。
調
査
期
間
は
平
成
二
十
四
年
十
一
月

三
日
、
平
成
二
十
五
年
五
月
二
日
及
び
同
年
十
一
月
三
日
で
あ
る
。
調
査
期
間
を
十

一
月
三
日
に
設
定
し
た
動
機
は
、
後
述
の
よ
う
に
祭
礼
調
査
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の

三
回
に
渡
る
調
査
の
中
で
、
現
在
は
平
川
を
出
て
し
ま
い
、
現
地
に
は
い
な
い
平
川

家
の
人
々
の
痕
跡
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
文
書
世
界
だ
け
で
は
分
ら

な
い
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、「
山
間
の
郷
士
平
川
家
の
痕
跡
」
と
題
し
て
、
平
川
の
現

地
調
査
に
て
判
明
し
た
こ
と
を
中
心
に
報
告
す
る
。

一
．
は
じ
め
に

　
　

備
中
町
平
川
の
概
要
に
つ
い
て

㈠　

位
置
と
人
①口

　

江
戸
時
代
、
備
中
国
川
上
郡
で
あ
っ
た
平
川
村
は
、
現
在
、
岡
山
県
高
梁
市
備
中

町
平
川
と
な
っ
て
、
今
も
そ
の
姿
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
備
中
町
の
町
名
は
『
備
中

町
史
』
に
よ
る
と
、「
古
い
備
中
国
に
ち
な
む
も
の
で
あ
る
」
と
し
、「
町
は
南
北
性

か
ら
い
っ
て
、
備
中
国
の
ほ
ぼ
ま
ん
な
か
に
位
置
し
て
い
る
。
し
か
し
、
東
西
性
か

ら
は
西
端
で
あ
っ
て
西
ど
な
り
は
備
後
の
神
石
郡
油
木
町
お
よ
び
豊
松
町
と
境
を
接

し
て
」
い
る
。
そ
し
て
、
図
の
地
図
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
旧
平
川
村
は
東
に
は

成
羽
川
・
坂
本
川
が
あ
り
、
旧
布
寄
村
（
現　

成
羽
町
）、
南
は
旧
高
山
市
村
（
現　

川
上
町
）、
北
は
旧
西
油
野
村
・
東
油
野
村
（
現　

備
中
町
）
に
接
し
て
い
る
。

　

地
形
か
ら
み
る
と
、
北
高
南
低
の
傾
斜
を
も
つ
岡
山
県
で
、
ほ
ぼ
そ
の
中
心
に
あ

り
、
平
均
値
標
高
五
百
メ
ー
ト
ル
の
高
原
面
を
広
く
占
め
て
い
て
、
い
わ
ば
吉
備
高

原
の
特
徴
が
も
っ
と
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
た
位
置
に
あ
た
っ
て
い
る
。
平
川
は
こ
の
吉

備
高
原
に
あ
り
標
高
五
百
メ
ー
ト
ル
の
所
に
位
置
し
て
い
る
。



一
三
〇

　

今
か
ら
三
十
〜
四
十
年
程
前
は
、
冬
に
な
る
と
雪
が
深
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

現
在
、
あ
ま
り
降
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
地
域
は
寒
冷
な
気
候
故
に
水

温
が
低
く
、
農
作
に
は
適
さ
な
い
土
地
柄
で
、
皆
生
き
る
の
に
必
死
で
あ
っ
た
と
現

地
の
方
は
語
ら
れ
る
。
ま
た
当
地
域
の
人
口
は
、
昭
和
三
十
年
代
で
見
る
と
、「
五
百

十
一
戸
、
人
口
三
千
三
百
十
一
人
」
で
あ
っ
た
と
い
②う
。
同
時
期
を
復
元
し
た
絵
図

に
は
、
平
川
村
の
中
心
地
に
あ
た
る
本
郷
に
平
川
本
家
及
び
分
家
の
屋
敷
を
中
心
と

し
て
、
四
十
三
軒
も
の
商
家
が
立
ち
並
ん
で
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
③る
。

㈡　

生
業
及
び
生
産
物

　

江
戸
時
代
、
こ
の
地
域
の
「
村
明
細
④帳
」
を
見
る
と
、
茶
年
貢
、
楮
年
貢
、
漆
蝋

年
貢
、
林
年
貢
、
藪
年
貢
、
草
山
年
貢
、
紙
漉
役
」
と
い
う
小
物
成
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
か
ら
、茶
や
漆
な
ど
が
取
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
⑤る
。
ま
た
、『
岡
山
県

民
俗
調
査
報
告
書
』
に
よ
る
と
、
平
川
で
の
主
な
生
産
物
に
つ
い
て
、
六
十
年
前
は

「
タ
バ
コ
・
蒟
蒻
」
と
し
て
い
⑥る
。
こ
こ
か
ら
、す
で
に
江
戸
時
代
で
栽
培
さ
れ
て
い

た
茶
や
漆
は
生
産
を
停
止
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
で
は
、
調
査

報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
タ
バ
コ
に
つ
い
て
も
耕
作
者
が
い
な
く
な
り
衰
退
し
て

い
る
。
ま
た
、
か
つ
て
は
松
茸
も
と
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
山
の
手
入
れ
が
で
き
ず
、

現
在
は
収
穫
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
地
域
で
は
近
年
、
ト
マ
ト
と
ピ
オ
ー
ネ
、
葡
萄
の
品
種
の
一
つ
で
あ
る
桃
太

郎
の
栽
培
が
行
わ
れ
、
祭
礼
の
道
中
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
栽
培
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら

の
野
菜
・
果
物
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
⑦た
。

㈢　

平
川
村
と
平
川
家

　

こ
の
地
域
に
中
世
は
城
主
と
し
て
、
江
戸
時
代
は
庄
屋
と
し
て
村
政
を
担
っ
て
い

た
の
が
、
平
川
家
で
あ
る
。
平
川
家
は
「
由
緒
書
」
に
よ
る
と
、
建
武
三
（
一
三
三

六
）
年
四
月
平
川
掃
部
介
高
親
が
武
者
所
・
畠
山
定
国
の
命
に
よ
り
、
近
江
国
野
洲

郡
か
ら
備
中
国
川
上
郡
平
川
よ
り
移
っ
て
、
紫
の
城
の
城
主
と
な
⑧る
。
こ
の
際
に
、

平
川
掃
部
介
高
親
の
家
来
も
共
に
穴
門
郷
に
移
動
し
て
き
て
平
川
村
が
成
立
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
平
川
掃
部
介
高
親
は
弘
安
七
（
一
二
八
四
）
年
三
月
三

日
生
ま
れ
で
、永
和
元
（
一
三
七
五
）
年
十
月
三
日
死
去
し
た
人
物
と
さ
れ
て
お
り
、

近
江
国
か
ら
当
地
に
移
動
す
る
際
、「
鋤
崎
八
幡
神
社
」
と
い
う
神
社
を
勧
請
し
、「
渡

わ
た
り

図　平川村地図（岡山大学近世庶民史料目録第 3巻より）
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拍び
ょ
う
し子

」
と
い
う
祭
礼
を
は
じ
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
渡
拍
子
」
は
現
在
、
高

梁
市
の
登
録
無
形
文
化
財
と
し
て
扱
わ
れ
、
毎
年
十
一
月
に
行
わ
れ
て
い
る
。
平
川

掃
部
介
高
親
か
ら
平
川
家
十
代
目
当
主
で
あ
る
平
川
親
倫
ま
で
は
紫
の
城
の
城
主

で
、
最
初
は
尼
子
家
の
家
臣
、
そ
の
後
、
毛
利
家
の
家
臣
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
関
し

て
は
、『
大
日
本
古
文
書　

家
わ
け
第
八　

毛
利
家
』
の
「
備
中
国
手
要
害
合
戦
顎
注

文
」
に
平
川
の
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
平
川
家
が
毛
利
家
の
家
臣
で
あ
っ
た
こ
と

は
事
実
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
戦
乱
の
世
が
終
わ
り
、
武
士
か
ら
農

民
へ
と
転
化
し
た
平
川
家
は
元
和
年
間
中
に
備
中
代
官
小
堀
遠
州
よ
り
庄
屋
役
に
任

命
さ
れ
、
加
え
て
苗
字
帯
刀
の
特
権
も
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
時
、
平
川
家
に
従
属
し

て
い
た
家
来
た
ち
も
帰
農
し
百
姓
へ
と
転
化
し
、平
川
村
に
留
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
文
政
年
間
に
作
成
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
「
年
中
家
行
録
・
相
続
向
規
定
書
」

の
中
に
「
家
来
共
可
申
渡
覚
」
と
い
う
条
目
が
あ
り
隷
属
農
民
へ
の
生
活
規
定
を
行

い
、
主
家
で
あ
る
平
川
家
に
身
分
的
に
従
属
し
た
名
子
・
被
官
を
江
戸
後
期
に
至
る

ま
で
抱
え
て
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
⑨る
。
こ
れ
は
当
村
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
と
い

え
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
近
世
に
入
り
郷
士
か
ら
庄
屋
へ
と
転
化
し
た
平
川
家
は

以
後
明
治
に
至
る
ま
で
庄
屋
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。『
倉
敷
市
史
』

に
よ
る
と
戦
国
武
士
が
土
着
帰
農
し
て
い
る
村
落
の
特
徴
に
つ
い
て
「
土
着
し
た
武

士
の
中
で
も
、
一
族
郎
党
を
抱
え
る
集
団
で
行
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
当
主
は
帰
農

し
た
地
域
の
共
同
体
で
の
指
導
力
を
有
し
て
い
る
」
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
「
生
活

要
件
の
整
っ
た
場
所
」
へ
の
土
着
で
は
な
く
「
そ
の
周
辺
の
未
開
の
場
所
へ
帰
農
し

て
い
る
場
合
が
多
く
、
当
主
を
中
心
と
し
て
そ
こ
で
自
ら
住
む
地
域
を
開
発
し
て
い

る
」
と
記
述
し
て
い
⑩る
。
平
川
家
は
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
郷
士
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
平
川
家
の
当
主
は
現
在
こ
の
地
域
に
は
住
ん
で
は
い
な
い
が
、
祭
礼
や
墓
所
な

ど
、
こ
の
地
域
に
残
さ
れ
て
い
る
平
川
家
の
痕
跡
を
辿
っ
て
い
く
。

二
．
墓
所

㈠　

田
口
山
観
音
寺
に
つ
い
て

　

平
川
家
の
墓
所
は
、
本
郷
付
近
に
あ
る
【
写
真
1
】
の
曹
洞
宗
田
口
山
観
音
寺
の

裏
手
に
あ
る
。
こ
の
寺
院
は
、
建
武
三
年
近
江
国
よ
り
領
家
職
と
し
て
入
封
し
て
き

た
平
川
高
親
が
、
平
川
家
の
菩
提
寺
と
し
て
創
建
し
た
と
さ
れ
て
い
⑪る
。
こ
の
山
号

の
田
口
山
と
い
う
の
は
、
中
世
の
頃
、
こ
の
地
に
代
官
と
し
て
赴
任
し
て
き
た
田
口

又
四
郎
の
名
前
に
ま
つ
わ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
⑫る
。
こ
の
寺
の
住
職
は
、
現

在
、
平
川
に
あ
る
他
の
寺
と
兼
任
し
て
行
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
寺
に
は
不
定
期
に

し
か
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
墓

所
は
平
川
家
専
用
で
は
な
く
、
平
川
家

の
歴
代
当
主
の
墓
石
群
の
後
ろ
に
一
段

段
差
が
あ
り
、
そ
の
後
ろ
に
は
一
般
の

人
々
の
墓
所
が
あ
る
。

　

こ
の
墓
所
の
中
に
は
中
世
期
に
平
川

に
移
り
住
ん
で
き
た
平
川
掃
部
介
高
親

か
ら
、
昭
和
期
の
当
主
で
あ
っ
た
人
物

と
思
わ
れ
る
墓
石
ま
で
あ
っ
た
。ま
た
、

江
戸
時
代
の
平
川
家
当
主
の
墓
は
、
あ

る
程
度
新
し
い
時
代
に
作
成
さ
れ
た
可

能
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
墓

【写真 1】　田口山観音寺
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三
二

石
群
の
中
に
は
い
く
つ
か
中
世
期
の
平
川
家
当
主
の
名
が
刻
ま
れ
た
五
輪
塔
も
見
受

け
ら
れ
る
。
右
の
【
写
真
2
】
の
五
輪
塔
は
、
九
代
目
当
主
の
平
川
久
親
の
墓
で
あ

る
。
久
親
の
墓
の
隣
は
【
写
真
3
】
の
よ
う
に
何
も
な
い
。
し
か
し
、
地
元
の
方
の

話
に
よ
る
と
、
今
は
何
も
な
い
こ
の
場
所
に
昔
は
平
川
家
の
初
代
か
ら
八
代
目
ま
で

の
墓
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
何
故
現
在
は
そ
こ
に
五
輪
塔
は
な

い
の
か
。
そ
れ
は
、「
関
ヶ
原
の
戦
い
の
あ
と
、「
五
輪
塔
隠
⑬し
」
が
起
こ
り
、
こ
の

九
代
目
以
外
の
五
輪
塔
は
平
川
域
に
ば
ら
ば
ら
に
隠
し
た
」と
さ
れ
て
い
る
。『
ふ
る

さ
と
歴
史　

深
訪
』
に
よ
る
と
、「
五
輪
塔
は
地
方
社
会
の
富
裕
判
断
」
材
料
に
な
る

た
め
、
五
輪
塔
隠
し
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
⑭る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
伝
承
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
関
連
す
る
史
料
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
史
料
に

よ
る
裏
付
け
は
困
難
で
あ
る
。

㈡　

五
輪
塔
と
平
川
家

　

観
音
寺
の
裏
手
及
び
寺
の
前
に
は
五
輪
塔
が
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。「
平
川
の
歴
史

を
語
る
会
」
の
方
は
、
観
音
寺
の
裏
手
な
ど
に
あ
る
【
写
真
4
】
と
【
写
真
5
】
の

よ
う
な
五
輪
塔
群
は
中
世
の
平
川
家
に
仕
え
た
農
兵
や
足
軽
な
ど
の
墓
で
あ
る
と
語

っ
て
く
れ
た
。

　

こ
の
地
域
に
五
輪
塔
が
多
く
存
在
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
地
域
に
最
初
に
移
り
住

ん
だ
平
川
高
親
が
、
五
輪
塔
を
用
い
て
村
を
切
り
開
い
た
た
た
め
だ
と
言
い
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
五
輪
塔
は
、「
白
色
五
輪
塔
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
名
の
謂
れ
は
五
輪
塔
の
材
料
が
白
色
石
灰
岩
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た

め
非
常
に
特
徴
的
な
五
輪
塔
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
平
川
の
南
に
位
置
す
る
岡
山
県
笠

岡
市
地
域
で
平
川
産
の
五
輪
塔
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
親
が
地
域
産
業

【写真 2】　平川久親五輪塔

【写真 3】　久親五輪塔の隣の様子

【写真 4・ 5】五輪塔群



一
三
三

と
し
て
、
他
地
域
へ
向
け
て
生
産
さ
れ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
田
口
山
観
音
寺
に
五
輪
塔
が
多

く
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
寺
で
平
川

高
親
に
よ
っ
て
五
輪
塔
の
生
産
が
行
わ
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
⑮る
。

原
石
と
な
る
白
色
石
灰
岩
の
採
石
地
は
平

川
の
下
郷
立
岩
に
あ
り
、【
写
真
6
】
の
よ

う
に
現
在
、
地
元
の
方
に
よ
っ
て
整
備
さ

れ
て
い
る
。

三
．
屋
敷

　

現
在
、
平
川
本
家
（
屋
号　

土
居
）、
分
家
（
屋
号　

中
西
）
は
共
に
約
三
十
年
前

に
平
川
を
去
っ
た
よ
う
で
、
当
地
域
に
は
住
ん
で
お
ら
ず
、
両
家
の
家
は
荒
廃
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

㈠　

本
家
平
川
土
居
邸

　

平
川
本
家
は
屋
号
を
土
居
と
い
い
、
こ
の
地
域
を
中
世
以
来
治
め
て
き
た
。
大
正

期
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
で
は
、
立
派
な
建
物
が
写
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
そ
の
面
影

は
な
く
な
り
【
写
真
7
】
を
み
て
わ
か
る
よ
う
に
、
荒
廃
し
て
い
る
。

　

現
在
、
平
川
本
家
の
敷
地
で
残
っ
て
い
る
建
造
物
は
、
母
屋
と
蔵
の
み
で
あ
る
。

下
の
【
写
真
7
】
は
、
大
正
期
に
建
て
ら
れ
た
母
屋
で
あ
る
が
、
入
口
付
近
は
草
木

が
生
い
茂
り
、
中
に
入
れ
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。

　

次
に
蔵
で
あ
る
が
、
現
在
も
そ
の
姿

を
残
し
て
い
る
【
写
真
8
】。
し
か
し
、

こ
の
蔵
は
い
つ
建
造
さ
れ
た
も
の
か
は

定
か
で
は
な
い
。
二
〇
一
三
年
の
現
地

調
査
で
こ
の
蔵
の
中
に
入
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

蔵
の
内
部
は
木
箱
や
不
要
な
食
器
類

が
散
乱
し
て
お
り
、
文
書
類
な
ど
は
見

当
た
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
二
階
は
壁
が

壊
れ
て
お
り
、
蔵
の
裏
側
が
見
え
る
よ

う
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
【
写
真
9
】。

【写真 6】　五輪塔採石場跡

【写真 7】　現在の平川本家跡【写真 9】蔵内部

【写真 8】蔵



一
三
四

ま
た
、
蔵
の
手
前
に
は
【
写
真
10
】
の
よ
う
な
建
物
の
倒
壊
跡
が
あ
っ
た
。
現
地
の

方
の
話
に
よ
る
と
、
蔵
の
手
前
に
は
女
中
用
の
建
物
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
れ
は
そ

の
名
残
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

平
川
家
は
多
く
の
下
人
・
下
女
を
江
戸
時
代
に
抱
え
て
お
り
、
当
時
の
平
川
家
当

主
で
あ
っ
た
平
川
梶
右
衛
門
は
、
嘉
永
七
（
一
八
五
四
）
年
四
月
「
梶
右
衛
門
家
内

并
召
仕
人
別
書
上
帳
」
に
お
い
て
、
家
族
構
成
が
梶
右
衛
門
夫
婦
に
倅
二
人
、
弟
一

人
で
血
縁
者
は
合
計
五
人
と
な
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、
役
介
人
四
人
、
下
人
一
人
、

下
女
一
人
で
非
血
縁
者
が
六
人
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
家
持
下
人
を
十
一
人
も
抱
え
て

お
り
、
全
員
で
二
十
二
人
の
家
族
で
あ
っ
⑯た
。
こ
の
梶
右
衛
門
の
時
期
は
、
平
川
家

に
と
っ
て
財
政
状
況
の
非
常
に
苦
し
い
時
期
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
財
政
状
況
が

傾
い
た
大
き
な
要
因
は
、
梶
右
衛
門
の
先
代
の
当
主
、
平
川
弥
七
郎
に
よ
る
、
年
貢

米
輸
送
の
際
の
米
の
積
替
の
湊
を
変
更
す

る
出
来
事
に
端
を
発
し
、
そ
れ
に
失
敗
し

た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

提
出
予
定
の
修
士
論
文
「
天
保
期
の
湊
付

替
と
由
緒
書
―
備
中
国
川
上
郡
平
川
村

平
川
家
―
」
で
考
察
を
加
え
た
。
こ
の

天
保
期
の
湊
付
替
に
お
い
て
平
川
家
は
金

一
二
〇
〇
両
を
超
え
る
借
財
を
し
て
お

り
、
家
計
は
逼
迫
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
平
川
家
は
下
人
・
下
女
を
抱
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
下
人
・
下

女
の
建
物
も
現
在
で
は
既
に
写
真
の
よ
う

な
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

㈡　

分
家
中
西
邸

　

平
川
家
の
分
家
は
屋
号
を
中
西
と
言
い
、

平
川
本
家
で
あ
る
土
居
の
す
ぐ
そ
ば
に
邸

宅
跡
が
あ
っ
た【
写
真
11
】。分
家
中
西
は
、

江
戸
時
代
、
本
家
と
と
も
に
平
川
村
の
庄

屋
を
歴
任
し
た
家
で
あ
り
、
ま
た
、
先
ほ

ど
見
た
墓
所
に
も
分
家
中
西
の
当
主
で
あ

っ
た
人
物
の
墓
石
も
あ
り
、
本
家
同
様
当

地
域
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
て
い
た
。

　

分
家
中
西
の
邸
宅
は
本
家
土
居
の
邸
宅

よ
り
徒
歩
す
ぐ
の
処
に
あ
り
、
近
い
場
所

に
あ
っ
た
。
こ
の
分
家
中
西
も
現
在
、
当

地
域
を
出
て
お
り
、
住
宅
は
本
家
土
居
の
住
宅
と
同
様
か
な
り
荒
廃
し
て
い
た
。

　

分
家
中
西
で
特
筆
す
る
べ
き
こ
と
は
江
戸
時
代
よ
り
大
正
時
代
ま
で
酒
造
を
行
っ

て
い
た
こ
と
で
あ
⑰る
。
中
西
は
、
江
戸
時
代
、
百
石
の
酒
造
株
を
持
っ
て
酒
の
製
造

を
し
て
い
た
。
本
家
で
あ
る
土
居
も
酒
造
株
を
三
三
〇
石
を
持
ち
、
江
戸
時
代
に
酒

造
を
行
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
江
戸
時
代
半
ば
で
酒
造
を
辞
め
、
醤
油
の
製
造
を

行
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
酒
造
場
で
あ
っ
た
建
物
は
現
在
、
残
っ
て
お
ら

ず
、
農
協
の
建
物
が
そ
の
跡
地
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
西
は
、「
明
治
四
十

一
年
郵
便
局
開
設
に
あ
た
り
、
自
宅
を
局
舎
と
し
、
初
代
局
長
と
し
て
開
業
、
又
、

役
場
及
び
小
学
校
建
設
に
お
い
て
は
敷
地
の
提
供
、
消
防
組
の
創
設
、
県
道
の
開
設
、

【写真10】　女中部屋跡

【写真11】　平川家分家中西邸跡



一
三
五

電
気
の
導
入
と
私
財
を
投
じ
、
地
域
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
」
と
さ
れ
て
い
⑱る
。

四
．
祭
礼

　

平
川
地
域
に
は
社
寺
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
氏
神
に
つ
い
て
も
、

他
の
地
域
と
同
様
、
村
落
の
象
徴
で
あ
り
、
村
落
は
氏
神
と
共
に
成
長
し
て
い
る
と

さ
れ
て
お
り
、
氏
子
組
織
は
村
落
私
生
活
の
中
核
で
あ
り
、
お
お
む
ね
、
氏
子
＝
村

人
、
氏
子
集
団
＝
村
落
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
⑲る
。
平
川
は
小
集
落
が

点
在
し
て
お
り
、
全
体
の
結
合
が
非
常
に
困
難
な
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、
氏
神
が
果

た
し
た
統
合
的
な
役
割
は
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
⑳る
。

㈠　

祭
礼
の
概
要

　
「
渡
り
拍
子
」
は
毎
年
十
一
月
三
日
に

平
川
の
鋤
崎
八
幡
神
社
で
行
わ
れ
て
い
る

祭
礼
で
あ
る
。
鋤
崎
八
幡
神
社
の
祭
神

は
、
応
神
天
皇
、
神
功
皇
后
お
よ
び
仲
哀

天
皇
で
あ
り
、建
武
三
年
の
勧
請
に
し
て
、

も
と
も
と
こ
の
地
に
仲
哀
天
皇
、
神
功
皇

后
を
祭
る
鋤
の
宮
と
い
う
神
社
が
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
が
、
建
武
三
年
穴
門
の
郷

の
領
家
の
職
と
し
て
、
こ
の
地
に
入
っ
た

平
川
掃
部
介
高
親
が
近
江
国
応
神
天
皇
を

祀
る
石
清
水
八
幡
宮
を
分
祀
し
て
平
川
氏

の
氏
神
と
し
て
尊
崇
し
た
も
の
で
あ
㉑る
。
鋤
崎
八
幡
神
社
の
祭
礼
、「
渡
拍
子
」
に
つ

い
て
は
、「
岡
山
民
俗　

六
十
五
号
」、「
同　

六
十
六
号
」、「
同　

六
十
八
号
」、「
同　

七
十
一
号
」
に
佐
藤
米
司
氏
が
昭
和
四
十
年
の
「
渡
拍
子
」
の
現
地
調
査
を
報
告
し

て
い
㉒る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
渡
拍
子
を
出
す
の
は
、「
下
郷
西
・
東
安
田
・
前
北
・
金

野
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
私
が
現
地
調
査
に
赴
い
た
際
に
現
地
の
人
に
話
を
聞

く
と
、
渡
拍
子
を
出
し
て
い
る
地
区
は
「
郷
、
天
王
、
北
、
岩
谷
」
の
四
つ
に
分
か

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、佐
藤
氏
の
言
う
「
東
安
田
」

や
「
金
野
」
が
現
在
の
祭
礼
で
は
渡
拍
子
に
参
加
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、「
安
田
」
に
関
し
て
は
、「
数
十
年
前
か
ら
、
渡
拍
子
を
出
さ
な
く
な
っ
た
」
と

平
川
の
方
が
語
っ
て
い
た
の
で
、
昭
和
四
十
年
の
際
、
こ
の
地
区
が
渡
り
拍
子
を
出

し
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
昭
和
四
十
年
の
祭
礼
に
は
、「
天
王
」「
岩

谷
」
の
渡
拍
子
が
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
、『
備
中
町
史　

民
俗
編
』
に
お
い
て
、

文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
に
は
「
上
郷
、
下
郷
、
小
迫
、
臼
谷
」
が
渡
り
拍
子
を
出

し
て
い
た
と
し
、
昭
和
四
十
年
の
渡
拍
子
を
出
す
地
域
と
異
な
っ
て
い
る
の
と
同
じ

要
因
だ
と
思
わ
れ
㉓る
。
た
だ
し
、
渡
拍
子
を
出
す
地
区
が
四
つ
あ
る
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。

　

こ
の
渡
拍
子
は
四
人
一
組
で
行
わ
れ
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
「
一
カ
ラ
」
と
呼
ん
で

い
る
よ
う
で
あ
り
、
一
つ
の
地
区
に
つ
き
二
カ
ラ
ず
つ
あ
り
、
全
部
で
八
カ
ラ
あ
㉔る
。

こ
の
四
地
区
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
宮
を
持
っ
て
お
り
、
氏
子
圏
に
て
分
か

れ
て
い
る
。

　

渡
拍
子
の
踊
子
の
こ
と
は
、「
オ
オ
ド
ウ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
北
で
は
「
大

頭
」、
天
王
・
郷
で
は
「
大
童
」
と
表
記
が
異
な
っ
て
い
る
。
踊
子
の
踊
り
方
も
、
北

と
天
王
と
で
は
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
岩
谷
に
つ
い
て
は
、
お
宮
自
体
が
鋤

【写真12】　鋤崎八幡神社



一
三
六

崎
八
幡
神
社
で
は
な
く
、
岩
谷
神
社
で
あ
る
た
め
、
十
一
月
三
日
の
祭
礼
に
は
奉
納

に
来
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
岩
谷
神
社
の
秋
の
祭
礼
は
、
二
〇
一
三
年
は
十
一

月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た
。
岩
谷
神
社
は
「
文
治
三
年
に
紫
城
城
主
藤
原
資
親
が
、

金
平
山
の
清
流
の
滝
の
麓
に
、
穴
門
山
神
社
の
分
霊
を
以
て
勧
請
し
た
も
の
」
だ
と

さ
れ
て
い
㉕る
。
ま
た
、「
弘
化
五
年
氏
子
に
よ
り
現
在
の
本
堂
が
建
立
さ
れ
、
明
治
十

六
年
に
拝
殿
社
務
所
が
建
築
さ
れ
、
明
治
八
年
に
高
龕
神
社
を
岩
谷
神
社
と
改
め
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
神
社
は
庶
民
の
崇
敬
高
く
、
特
に
縁
結
び
、
安
産
、
育
児
、
そ

し
て
シ
モ
の
病
気
の
神
様
と
し
て
敬
わ
れ
、
備
中
備
後
美
作
地
方
に
及
ぶ
広
い
地
域

か
ら
、
多
く
の
お
参
り
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
」
よ
う
で
あ
㉖る
。

　

ま
た
、
鋤
崎
八
幡
神
社
の
「
渡
拍
子
」
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
平
川
家
文
書
の
史

料
傾
向
か
ら
「
宗
教
の
部
」
が
少
な
い
こ
と
に
加
え
渡
拍
子
に
関
す
る
文
書
が
ほ
と

ん
ど
残
存
し
て
な
い
た
め
、
特
定
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
平
川
地
域
に
は
祭

り
の
起
こ
り
に
関
す
る
言
い
伝
え
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、「
六
百
年
ほ
ど
前

に
、
広
島
か
ら
岡
山
に
行
く
道
中
に
催
し
物
が
無
い
か
ら
始
め
た
」
と
い
う
説
や
、

「
も
と
も
と
鋤
崎
八
幡
神
社
に
は
宮
座
の
み
が
あ
っ
た
が
、北
で
行
わ
れ
て
い
た
祭
り

を
郷
（
村
の
中
心
域
）
が
持
ち
帰
り
、
余
興
と
し
て
始
め
た
結
果
、
渡
り
拍
子
が
広

が
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
す
る
説
が
あ
る
よ
う
㉗だ
。

　

こ
の
二
つ
の
説
を
比
べ
て
み
る
と
、
北
と
天
王
で
「
オ
オ
ド
ウ
」
の
舞
い
方
が
違

う
こ
と
か
ら
、
後
者
の
ほ
う
の
信
憑
性
が
高
い
。
つ
ま
り
、
も
と
も
と
鋤
崎
八
幡
神

社
に
は
「
渡
拍
子
」
と
い
う
余
興
は
な
く
、
宮
座
の
み
が
あ
っ
た
が
、
前
述
し
た
よ

う
に
、
北
の
祭
礼
を
持
ち
帰
り
、
郷
が
取
り
込
ん
だ
こ
と
で
、
今
の
祭
礼
の
形
態
に

な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
の
説
を
史
料
で
裏
付
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

㈡　

祭
礼
の
内
容

　

鋤
崎
八
幡
神
社
の
祭
礼
当
日
、
平
川
地
域
に
あ
る
多
く
の
民
家
は
「
鋤
崎
八
幡
神

社
」
の
幟
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
現
地
の
人
の
話
に
よ
る
と
、
幟
番
と
い
う
の
が
存

在
し
、
そ
の
人
々
に
よ
っ
て
幟
が
管
理
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

私
は
二
〇
一
二
年
と
二
〇
一
三
年
に
祭
礼
調
査
に
平
川
に
赴
き
、
渡
拍
子
を
出
し

て
い
る
地
区
の
一
つ
で
あ
る
「
天
王
」
を
二
年
に
わ
た
り
調
査
し
て
き
た
。

　
「
天
王
」
は
「
天
王
八
坂
神
社
」
を
宮
と
す
る
比
較
的
本
郷
か
ら
近
い
地
域
で
あ

る
。
こ
の
「
天
王
八
坂
神
社
」
は
地
図
上
で
確
認
が
で
き
ず
、
今
の
段
階
で
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
確
認
が
出
来
て
い
な
い
。
こ
の
天
王
地
区
は
、
渡
拍
子
の
準
備
を
九
月

か
ら
始
め
、
毎
週
金
曜
十
九
時
か
ら
花
笠
な
ど
の
準
備
を
行
い
、
十
月
二
十
八
日
に

天
王
八
坂
神
社
の
渡
拍
子
、
十
一
月
三
日
の
鋤
崎
八
幡
神
社
の
渡
拍
子
、
十
一
月
二

十
三
日
（
二
十
四
日
）
の
岩
谷
神
社
の
祭
礼
に
参
加
す
る
と
の
こ
と
で
秋
は
祭
礼
が

多
く
、
そ
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
る
。

　
「
天
王
」
地
区
は
現
在
十
四
軒
し
か
な
く
、そ
の
う
ち
十
二
軒
で
二
カ
ラ
維
持
し
て

い
る
。

　

現
在
、
天
王
地
区
は
子
供
の
数
が
少
な
く
、
踊
子
の
不
足
を
補
う
た
め
、
他
の
地

区
か
ら
人
を
借
り
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
祭
礼
に

臨
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
渡
拍
子
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
、
ハ
ッ
ピ
に

「
平
川
渡
り
拍
子
保
存
会
」
と
記
載
さ
れ
た
も
の
を
着
用
し
て
い
る
人
を
見
か
け
る

が
、
そ
の
「
保
存
会
」
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
っ
き
り
と
し
て
お
ら
ず
、
今

後
の
調
査
の
課
題
と
し
た
い
。

　

十
一
月
三
日
の
鋤
崎
八
幡
神
社
の
渡
拍
子
当
日
、「
天
王
」
地
区
の
人
々
は
朝
、
一

度
、
天
王
集
会
所
に
集
ま
っ
て
腹
ご
し
ら
え
を
し
て
【
写
真
13
】、
朝
九
時
に
集
会
所
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を
出
発
し
、
お
宮
で
踊
っ
て
か
ら
空
き
家
で
踊
り
、
各
場
所
で
踊
る
。
こ
の
空
き
家

は
鋤
崎
八
幡
神
社
の
元
神
主
で
あ
っ
た
石
賀
氏
の
お
宅
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。
し
か
し
、

現
在
、
そ
の
家
に
は
人
は
住
ん
で
お
ら
ず
、
神
主
も
江
草
氏
が
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
オ
オ
ド
ウ
」
が
躍
る
場
所
に
関
し
て
は
、
何
故
そ
こ
で
踊
る
の
か
は
、
天
王
の
方
に

聞
い
て
も
、
昔
か
ら
同
じ
場
所
で
踊
っ
て
お
り
、
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
今
一
分
か
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
輪
番
制
で
踊
る
場
所
を

決
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
だ
。
十
時
十
分
頃
に
な
る
と
、
平
川
に
あ
る
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
エ
ネ
オ
ス
丹
正
燃
料
平
川
SS
付
近
で
下
郷
と
天
王
が
合
流
し

て
い
た
【
写
真
14
】。
こ
の
あ
と
、
山
手
の
方
か
ら
鐘
の
音
が
響
き
渡
り
、
違
う
地
域

同
士
が
合
流
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
話
に
よ
る
と
、四
地
区
の
一
つ
で
あ
る
「
北
」

地
区
は
本
郷
へ
の
移
動
距
離
が
長
い
た
め
、
車
で
移
動
し
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
合
流
後
、
天
王
と
下
郷
は
、
畑
の
中
、

小
さ
い
鳥
居
の
あ
る
場
所
、
民
家
と
い
う
順
番
で

移
動
し
て
拍
子
を
打
っ
て
い
た
。

　

十
一
時
三
十
分
頃
に
な
る
と
、
旧
平
川
家
（
本

家
）
跡
の
前
で
、全
て
の
地
区
の
太
鼓
が
合
流
し
、

踊
子
が
踊
っ
て
い
た【
写
真
15
】。
前
述
し
て
い
る

が
、
平
川
本
家
の
建
物
は
現
在
荒
廃
し
て
お
り
、

今
で
は
ほ
と
ん
ど
何
も
な
い
。
地
元
の
方
に
よ
る

と
、
か
つ
て
は
も
う
少
し
北
の
所
に
分
家
中
西
の

家
が
あ
り
、
こ
の
あ
た
り
一
帯
の
土
地
は
平
川
家

の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。『
備
中
町
史
』に
よ
る

と
、
古
く
は
、
祭
り
の
前
日
に
神
主
か
ら
大
願
主

土
居
（
平
川
本
家
）、
中
西
（
平
川
分
家
）
両
家
へ
案
内
が
出
さ
れ
、
両
家
で
は
上
下

を
つ
け
て
家
内
残
ら
ず
参
詣
し
、
神
前
で
祝
詞
を
あ
げ
、
末
社
、
平
川
大
明
神
、
正

一
位
稲
荷
大
明
神
に
参
詣
し
て
い
た
。
ま
た
、
宵
に
は
神
前
で
社
人
に
よ
っ
て
神
楽

が
行
わ
れ
、
神
主
か
ら
大
願
主
両
家
へ
案
内
が
出
さ
れ
て
い
た
と
い
㉘う
。
ま
た
、
渡

拍
子
は
平
川
家
が
い
た
こ
ろ
か
ら
、
平
川
家
（
土
居
・
中
西
と
一
年
交
替
）
に
集
合

し
て
い
た
よ
う
で
あ
㉙る
。
つ
ま
り
、
現
在
も
全
地
区
が
平
川
家
前
で
集
合
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
見
る
と
、
か
つ
て
行
っ
て
い
た
習
慣
を
今
も
変
え
ず
に
守
っ
て
い
る
の
が

よ
く
わ
か
る
。

　

そ
の
後
、
十
一
時
四
十
五
分
頃
に
は
鉾
・
猿
田
彦
を
先
頭
と
し
て
神
社
に
向
か
う

の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、
鋤
崎
八
幡
神
社
の
麓
に
あ
る
古
銭
大
社
で
踊
子
が
拍
子

を
打
っ
て
い
た
。
そ
し
て
十
二
時
十
分
頃
に
、
鋤
崎
八
幡
神
社
に
到
着
し
、「
オ
オ
ド

【写真13】　出発前の天王集会所

【写真14】　天王と下郷の集合

【写真15】　平川本家邸宅跡前にて
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ウ
」
や
猿
田
彦
ら
は
三
周
本
殿
を
廻
っ
た
後
に
、さ
ら
に
三
回
拍
子
を
打
っ
て
か
ら
、

お
昼
休
憩
に
入
っ
た
。

　

祭
礼
当
日
は
、【
写
真
16
】
の
よ
う
に
、
鋤
崎
八
幡
神
社
の
境
内
も
多
く
の
幟
が
掲

げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
氏
子
中
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
た
。
幟
に
は
「
大
原
田

間
地
氏
子
中
、
南
部
氏
子
中
、
北
部
氏
子
中
、
坪
野
乙
原
氏
子
中
、
上
中
郷
氏
子
中
、

下
中
郷
氏
子
中
、
小
迫
・
通
槙
氏
子
中
、
越
山
・
津
々
羅
氏
子
中
、
天
王
片
山
谷
山

氏
子
中
、
名
木
氏
子
中
、
北
氏
子
中
、
竹
之
倉
氏
子
中
、
平
弟
子
氏
子
中
」
の
氏
子

の
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
幟
に
書
か
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、「
木
之
村
氏
子
中
、
神
野
氏
子
中
、
安
田
氏
子
中
」
の
幟
が
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
氏
子
中
は
か
つ
て
存
在
し
て
い
た
が
、
現
在
は
も
う
な
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。
氏
子
惣
代
の
話
に
よ
る
と
、
平
川
家
が
勢
力
を
持
っ
て
い
た
時
代
（
鋤
崎

八
幡
神
社
建
立
時
）
は
、
氏
子
が
三
百
は
あ

っ
た
が
、
色
々
別
れ
が
あ
っ
て
二
百
三
十
に

減
り
、
現
在
は
人
口
が
減
少
し
、
百
八
十
に

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

昔
は
小
学
校
五
、
六
年
生
か
ら
踊
り
子
と
し

て
踊
っ
て
い
た
が
、
今
は
小
学
校
一
年
生
か

ら
で
も
踊
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

お
昼
休
憩
後
、
ま
た
拍
子
を
打
っ
た
後
、

湯
立
て
の
神
事
が
行
わ
れ
た
後
に
神
輿
が
出

る
【
写
真
17
】。
こ
の
神
輿
は
、も
と
も
と
は

鋤
崎
八
幡
神
社
の
別
当
で
あ
る
戒
徳
寺
の
御

輿
蔵
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
明
治
に
入
り
、
神
輿
蔵
は
鋤
崎
八
幡
神
社
に

移
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
戒
徳
寺
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
建
武
三
年
四
月

に
平
川
家
が
当
地
に
入
府
し
、
九
月
に
は
鋤
崎
八
幡
神
社
を
建
立
し
た
あ
と
、
起
願

寺
と
し
て
高
親
の
時
代
に
作
ら
れ
た
。
当
時
は
神
仏
混
合
の
時
代
で
あ
っ
た
た
め
、

祭
事
の
際
は
、
戒
徳
寺
の
僧
が
鋤
崎
八
幡
神
社
に
や
っ
て
き
て
、
祭
事
を
取
り
行
っ

て
い
た
。
神
輿
は
踊
り
子
の
後
に
つ
い
て
、
鋤
崎
八
幡
神
社
を
出
発
し
、
平
川
村
を

廻
る
。「
オ
オ
ド
ウ
」
衆
は
、神
輿
が
通
る
道
を
浄
化
す
る
役
割
を
持
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
十
五
時
半
頃
に
は
、
エ
ネ
オ
ス
丹
正
燃
料
平
川
郷
SS
前
で
踊
子
が
舞
い
、

隣
で
神
官
達
が
、
神
輿
に
向
か
っ
て
祝
詞
を
読
み
挙
げ
て
い
た
。
こ
の
エ
ネ
オ
ス
丹

正
燃
料
平
川
郷
SS
前
の
空
き
地
に
は
お
旅
所
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
祝
詞
を
読
み
上

げ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
【
写
真
18
】。【写真17】　湯立て神事

【写真16】　境内の幟

【写真18】　お旅所にて
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『
備
中
町
史
』
に
よ
る
と
、
御
旅
所
は
「
神
輿
休
み
田
」
と
も
い
い
、
も
と
の
神
田

跡
で
、
こ
こ
に
は
前
日
か
ら
青
竹
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。「
八
幡
社
祭
礼
式
」
に
は
、

「
お
旅
処
ニ
竹
ヲ
立
ツ
ル　

本
宮
拝
殿
前
ハ
惣
田
、
平
田
、
蒔
田
、
大
方
、
諏
訪
前
ハ

後
北
、
大
原　

神
輿
休
み
ハ
土
居　

昔
か
ら
決
り
候
事
」
と
あ
っ
て
お
旅
所
に
竹
を

た
て
る
家
も
決
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
㉚る
。

　

そ
の
後
、
宮
座
が
開
か
れ
る
。
宮
座
は
土
居
・
中
西
の
お
使
い
を
し
て
い
た
人
々

に
お
礼
と
い
う
形
で
座
を
開
き
、作
物
の
出
来
高
を
披
露
す
る
場
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

宮
座
は
、
西
宮
座
と
東
宮
座
と
に
分
か
れ
て
お
り
、
西
宮
座
の
方
が
元
来
よ
り
座
員

数
は
少
な
い
よ
う
で
、
座
の
位
置
も
決
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
座
員
は
誰
で
も

な
れ
る
も
の
で
は
な
く
、「
家
付
」
と
い
う
決
ま
っ
た
家
し
か
な
れ
な
い
と
の
こ
と

だ
。
こ
の
「
家
付
」
に
は
ど
の
よ
う
な
家
格
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
、
一
畳
分
の
茣
蓙
に
座
る
人
数

も
座
員
の
家
格
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
か
つ
て
、
平
川
本
家
・
分

家
が
当
地
に
居
住
し
て
い
た
際
の
話
を
聞
く
と
、
彼
ら
は
別
格
扱
い
で
あ
っ
た
よ
う

で
、
座
が
開
か
れ
る
の
を
見
物
し
た
り
、
指
示
を
出
し
た
り
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
宮
座
で
は
、「
御
旅
餅
」
と
「
ヨ
リ
御
供
」
が
出
さ
れ
る
。「
御
旅
餅
」
に
つ
い

て
は
、
か
つ
て
は
身
分
の
上
下
関
係
が
厳
し
く
、
身
分
の
高
い
も
の
に
は
御
旅
餅
の

枚
数
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
「
湯
餅
」
と
い
う
も
の
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
湯
餅
」
は
参
拝
者
に

振
舞
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
数
が
限
ら
れ
て
お
り
、
毎
年
米
二

升
分
、
約
六
十
個
の
湯
餅
が
準
備
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
升
瓶
が

何
本
か
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
開
け
て
酒
の
匂
い
を
嗅
ぎ
、「
不
作
で
は
あ
っ
た
が

ま
ず
ま
ず
の
酒
が
で
き
ま
し
た
。
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
」
と
東
座
員
か
ら
酒
の
評
価

が
あ
っ
て
、
座
員
同
士
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
神
事
相
撲
が
催
さ

れ
、
祭
礼
は
終
わ
り
を
迎
え
る
。

五
．
お
わ
り
に

　

以
上
、
主
に
平
川
の
墓
・
住
宅
跡
・
祭
礼
に
つ
い
て
触
れ
て
き
た
。
現
在
、
現
地

で
は
平
川
の
歴
史
の
再
確
認
と
い
う
こ
と
で
、「
平
川
の
歴
史
を
語
る
会
」
と
い
う
郷

土
史
家
の
人
々
が
平
川
の
歴
史
あ
る
場
所
の
整
備
を
行
っ
た
り
、
地
域
の
案
内
な
ど

を
し
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
足
跡
を
見
て
い
く
と
、
五
輪
塔
で
あ
れ
、
祭
礼
に

つ
い
て
も
そ
う
で
あ
る
が
、
平
川
家
が
中
世
以
来
こ
の
地
に
入
封
し
て
い
た
と
い
う

歴
史
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
、
平
川
に
調
査
に

赴
い
た
際
、
平
川
家
の
こ
と
に
つ
い
て
現
地
の
方
に
話
を
伺
う
と
、「
平
川
家
は
別
格

で
あ
っ
た
」
と
い
う
声
や
「
平
川
家
は
こ
の
辺
り
の
神
社
を
建
立
し
て
い
て
、
非
常

に
影
響
力
が
強
か
っ
た
」
な
ど
の
声
を
聴
い
た
。
平
川
家
が
当
地
を
離
れ
て
か
ら
三

十
年
余
り
が
経
過
し
て
い
る
が
、
平
川
に
は
あ
ち
こ
ち
で
平
川
家
の
足
跡
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
中
世
以
来
こ
の
地
を
治
め
て
き
た
平
川
家
の
影
響
力

の
名
残
で
は
な
い
か
と
私
は
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

註①  
『
備
中
町
史　

本
編
』（
備
中
町
史
編
集
委
員
会　

一
九
七
二
）
三
〜
六
頁

②  
『
心
の
ふ
る
さ
と　

昭
和
三
十
年
頃
の
平
川
の
ま
ち
並
み
』（
平
川
郷
昭
和
絵
図
制
作

委
員
会　

二
〇
〇
八
）
四
頁



一
四
〇

③  

『
平
川
郷
昭
和
絵
図
』（
平
川
郷
昭
和
絵
図
制
作
委
員
会
）
に
よ
る
。

④  
『
備
中
町
史　

本
編
』
一
四
六
〜
一
四
九
頁
で
こ
の
明
細
帳
は
、「
元
禄
十
五
年　

午

御
年
貢
可
納
割
付
之
事
」
の
も
の
で
あ
る
。

⑤  
右
同　

一
四
八
〜
一
四
九
頁

⑥  

『
岡
山
県
民
俗
資
料
調
査
報
告
書
』
は
昭
和
四
十
三
年
三
月
三
十
一
日
に
岡
山
県
教

育
委
員
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑦  

生
産
物
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
に
記
載
し
て
い
る
が
、
現
在
、
平
川
の
人
々
が
ど
の

よ
う
に
し
て
家
計
を
立
て
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
調
査
を
行
え
て
い
な
い

の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

⑧  

『
備
中
町
史　

史
料
編
』（
備
中
町
史
編
纂
委
員
会　

一
九
七
四
）
五
〜
七
頁

⑨  

隷
属
農
民
と
は
、
戦
国
時
代
、
主
家
で
あ
る
平
川
家
に
仕
え
た
家
来
達
の
こ
と
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
平
川
家
は
中
世
期
「
紫
の
城
」
の
城
主
と
し
て
当
地
に
入
っ
て
お

り
、
多
く
の
家
来
を
抱
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
入
り
、
平

川
家
が
帰
納
し
た
際
に
、
平
川
家
に
仕
え
て
い
た
家
来
も
同
時
に
帰
農
し
、
依
然
と
し

て
主
家
に
仕
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
農
民
が
隷
属
農
民
又
は
家
来
と
呼

ば
れ
、
江
戸
時
代
後
期
に
な
っ
て
も
平
川
村
に
は
い
た
よ
う
で
あ
る
。

⑩  

『
新
修
倉
敷
市
史　

第
三
巻　

近
世
上
』（
倉
敷
市
史
研
究
会　

二
〇
〇
〇
）
二
〇
三

〜
二
〇
四
頁

⑪  

『
ふ
る
さ
と
平
川
歴
史
探
訪　

岡
山
県
高
梁
市
備
中
町
平
川
の
歴
史
訪
』（
平
川
の
歴

史
を
語
る
会　

江
草
正
光　

二
〇
一
二
）
五
六
頁

⑫  

右
同　

五
六
頁

⑬  

『
ふ
る
さ
と
平
川　

歴
史
探
訪　

岡
山
県
高
梁
市
備
中
町
平
川
の
歴
史
』
に
よ
る
と
、

「
五
輪
塔
隠
し
」
と
は
、「
関
ヶ
原
の
合
戦
の
翌
年
、
慶
長
六
年
徳
川
新
政
権
の
も
と
で
、

備
中
に
お
け
る
寺
社
、
土
豪
墳
墓
地
の
五
輪
塔
は
ほ
と
ん
ど
埋
め
ら
れ
た
」
と
し
て
お

り
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
徳
川
新
政
権
の
意
を
汲
ん
で
新
し
く
備
中
の
支
配
者
と
し
て

入
国
し
て
く
る
奉
行
小
堀
新
介
政
次
と
そ
の
部
下
官
僚
達
の
施
策
改
革
へ
の
恐
怖
か
ら

行
わ
れ
た
」
と
し
て
い
る
。（
三
十
八
頁
）

⑭  

『
ふ
る
さ
と
平
川　

歴
史
探
訪　

岡
山
県
高
梁
市
備
中
町
平
川
の
歴
史
』
三
九
頁

⑮  

右
同　

五
六
頁

⑯  

『
備
中
町
史　

本
編
』
二
七
〇
頁

⑰  

分
家
中
西
の
酒
造
に
つ
い
て
は
、
大
正
時
代
に
中
西
酒
造
場
の
前
で
撮
影
さ
れ
た
写

真
が
残
さ
れ
て
い
る（『
ふ
る
さ
と
平
川　

歴
史
探
訪
』六
六
頁
・『
心
の
ふ
る
さ
と　

昭

和
三
十
年
頃
の
平
川
の
ま
ち
並
み
』
三
頁
）

⑱  

『
平
川
郷
昭
和
絵
図
』
の
解
説
部
分
に
記
述
。

⑲  

『
ふ
る
さ
と
平
川　

歴
史
探
訪　

岡
山
県
高
梁
市
備
中
町
平
川
の
歴
史
』
四
一
頁

⑳  

『
ふ
る
さ
と
平
川　

歴
史
探
訪　

岡
山
県
高
梁
市
備
中
町
平
川
の
歴
史
』
四
一
頁

㉑  

『
わ
が
町
備
中
町
、
そ
し
て
平
川
―
そ
の
と
き
人
々
の
暮
ら
し
は 

文
化
は
―
』

（
西
道
堅　

二
〇
〇
〇
）
一
五
頁
〜
一
六
頁

㉒  

佐
藤
米
司
「
備
中
平
川
鋤
崎
八
幡
宮
秋
祭
」（『
岡
山
民
俗　

六
十
五
号
』
岡
山
民
俗

学
会　

一
九
六
六
）

 
 

同
「
備
中
平
川
鋤
崎
八
幡
宮
秋
祭
（
二
）」（『
岡
山
民
俗　

六
十
六
号
』
岡
山
民
俗
学

会　

一
九
六
六
）

 
 

同
「
備
中
平
川
鋤
崎
八
幡
宮
秋
祭
（
三
）」（『
岡
山
民
俗　

六
十
八
号
』
岡
山
民
俗
学

会　

一
九
六
六
）

 
 

同
「
備
中
平
川
鋤
崎
八
幡
宮
秋
祭
（
五
）」（『
岡
山
民
俗　

七
十
一
号
』
岡
山
民
俗
学

会　

一
九
六
七
）

㉓  

『
備
中
町
史　

民
俗
編
』（
備
中
町
史
編
纂
委
員
会　

一
九
七
〇
年
）
三
三
三
頁

㉔  
『
ふ
る
さ
と
平
川　

歴
史
探
訪　

岡
山
県
高
梁
市
備
中
町
平
川
の
歴
史
』四
六
〜
四
七

頁
㉕  

右
同　

五
二
頁



一
四
一

㉖  

右
同　

五
二
頁

㉗  
現
地
の
方
は
「
渡
り
拍
子
」
の
こ
と
を
「
余
興
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
こ
の
「
余

興
」
と
い
う
言
葉
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

㉘  

『
備
中
町
史　

民
俗
編
』
三
三
二
〜
三
三
三
頁

㉙  

右
同　

三
三
三
頁

㉚  

右
同　

三
三
七
〜
三
三
八
頁

謝
辞今

回
、
こ
の
報
告
書
作
成
に
あ
た
り
、「
平
川
の
歴
史
を
語
る
会
」
の
江
草
正
光

様
、
渡
り
拍
子
の
天
王
地
区
の
方
々
、
鋤
崎
八
幡
神
社
の
神
主
様
に
資
料
提
供

や
、
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
、

ま
た
、
報
告
書
作
成
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
藪
田
貫
先
生
、
報
告
書
の

執
筆
に
助
言
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
村
山
弘
太
郎
先
生
に
こ
の
場
を
か
り
て
感
謝

の
意
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。


